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NX4 12 119．41 31．86 90．96 191．88 14652 9268




4 126．77 48．55 68．25 177．75 15414 6063
NX1 0 130．73 34．58 93．68 167．13 20404 10003
NY4 12 134．34 48．08 87．47 164．40 20726 8325




4 146．09 38．41 97．50 126．31 31794 11491
NY1 0 160．16 53．94 93．33 124．50 32141 9910
NZ4 12 167．63 67．95 87．65 119．75 33290 8372




4 162．58 58．12 97．52 59．93 11545
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Fig．9Relationship　betweenαand　reinforcement
　　　－index．
Fig．10　Relationship　betweenαand　amount　of
　　　　prestressing　force　of　external　cable．
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Fig．11　Load－displacement　curve．
　　　　（External　prestressing　force＝36tf，
　　　　A！s＝11．lcm2）
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Fig．13　Relationship　betweenαandβ．
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外ケーブル緊張力の増加偏心軸力が支配的となった場
合，たわみの小さい段階で，コンクリートの圧縮破壊
が突発的におこる破壊（一種の座屈破壊）の危険性が
予想される．これについては，外ケーブルの鋼材量を
含む総鋼材量の鋼材係数で，0．3以下とすればその危険
性は防げるものと考えているが，今後の検討が必要で
ある．
　なお，Fig．8で外ケーブルによる曲げ耐力の増加が，
内ケーブル鋼材量にかかわらずほぼ同じであるのは，
いずれも外ケーブルの鋼材量が一定であって，内ケー
ブルがすべて降伏後にコンクリートが圧縮破壊し，外
ケーブルも終局時にはほぼ降伏に近いひずみを示して
おり（Table　3），緊張材の能力が十分に発揮されたか
らだと考えられる．
3。3　外ケーブル補強鋼材量決定の一方法
　Fig．13にはαと外ケーブル鋼材比βの関係を示し
た．ただし，β＝A。，／（A。、＋Ai，）．同門より，両者はほ
ぼ直線関係にあり，外ケーブル鋼材量に比例した補強
効果であることがわかる．
　いま，設計においてαを設定すれば，Fig．9より外
ケーブルを含む鋼材係数qが決まる．一方，Fig．13か
ら，同一のαに対応するβが決定できる．鋼材係数q
から，総鋼材量（A。s＋A藍、）が求められる．　Ai，は既存
の構造物であるからすでにわかっており，βの値もわ
かっているので，これよりただちに外ケーブル鋼材量
A。、が決定できることになる．
4．ま　と　め
通常のPCはりで設計されている，鋼材係数が0．3以
下の供試体を対象に，外ケーブルで補強したPC単純
はり部材の曲げ耐力を精算法により算定した．今回は，
外ケーブルによる耐力増加量を調べることが主な目的
であって，それを補強率αとして定義し，鋼材係数（鋼
材量は内，外ケーブル総鋼材量）との関係は，反比例
する曲線形状となることや，総鋼材量に占める外ケー
ブル鋼材量とαはほぼ比例することなどがわかった．
これらの関係が，通常，外ケーブルによる補強の対象
となる範囲内で，一般的にいえることであれば，外ケー
プ川による補強設計は3．3で述べたように極めて単
純明快となる．現在ある桁の終局耐力を基本に，補強
したいαを設定しさえずれば，それに見合った外ケー
ブル鋼材量を関係図表から直ちに求められるからであ
る．もちろん，実際の設計ではこのような関係図表を
終局耐力に影響するいくつかの要因をパラメータとし，
図表にしておく必要がある．
　上記のような方法が一般的に適用できるかどうかに
ついては，例えばデビエータ（偏向部）の位置や外ケー
ブル鋼材三等をパラメータとした計算を行って，今後
検討しなければならない．今回はPC単純桁のみを対
象とし，しかもごく限られたパラメータでの解析で
あって，実際にはPC連続桁や，　RC桁の場合も多くあ
り，これらを対象とした研究は今後重要と考える．
　本論文をまとめるにあたり，数値計算，図面の整理
等を手伝っていただいた構造工学科　平成6年度卒業
研究生　濱田直明，宮本雅文，田中鎮治，西尾彰浩，
山下祐司の諸氏ならびに貴重な助言をいただいた㈱富
士ピー・エス菅野昇孝，徳光卓の両氏に感謝の意を表
する。最後に，本論文の一部は，筆者の小野忠宏，曳
204 田中恭哉・原田哲夫・小野忠宏・曳村俊貴
村俊貴の平成5年度卒業研究として行われたことを付
記しておく．
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